




































保健4年「よりよく育っための生活」 ¢ 理科 「植物の発芽と成長」。 社会科4年「伝統工業」 4
保姪での学習で得た知益「体をよりよく発 理科での学習で得た知諏「1粒 1粒 日本の伝統である漆器についての 「漆
育 • 発述させるためには．調和のとれた食事 の米が種子であり ．その中には沿分 器は中に入れたものが冷めにくく ．口ゃ
が必要であること」が活用され．家庭科の露 であるでんぶんがある」が活用され． 手に熱さを伝えにくい」という知諏が活
●讀宣のプロセスを充宴させる。 4 家庭科の問題解決①の傭纏双集のブ 用され．家庭科の問題解決②の傭輯較●
ロセスを充宴させる。舶 のプロセスを充宴させる。a
~ 予 予
家庭科 「むだなく おいしく 調理をしよ う ！ ～米飯とみそ汁～」 4
































単元むだなく おいしく 調理をしよう 1「ゆでる」

















































































































































































用 • 発揮できたと言えるだろう 。 どうして廃棄しなく
てはならないかの理由が理科の学習で分かり，廃棄し
ない方がいい理由は，家庭科で考えることができたか
らだ3
また，振り返りには，「大根の皮はむくものだと思っ
ていたけど，むかずに食べても美味しかった。お母さ
んにも教えてあげたい」という記述があったっ
しかし，家庭でみそ汁をつくつてみた子どもの振り
返りには「妹は小さいので，皮をむいた方が食べやす
いとお母さんに教えてもらいました。」という意見もあ
っte調理の目的や，調理方法，そして誰が食べるか
ということによって変わってくることを改めて考えさ
せられt½
「むだなく」という概念を子どもたちに提示したが，
そこには，資源（食物・水）・時間・エネルギー（電気 ・
ガス） 3つの要素が同居しているために，焦点化する
ことができなかった。協働的な学びにするためには，
追究したい事柄を焦点化しなければならない。
しかし，実際の調理において，それら3つの要素は
相互作用してくるものであるので，調理の場面では「む
だなく」という言菓は機能していた。
したがって，調理計画の場面では，考える視点を1
つの要素に絞り，実際の調理においては，いくつもの
要素が関係しあっていることにも気付かせながらチャ
レンジできるようにすればよかった。
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